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近年、低温大気圧プラズマジェットは様々な分野への応用研究が盛んに進められている。例え

ば、バイオ分野では、プラズマ照射には血液凝固や種子の発芽促進等の現象を誘起する効果があ

ることが明らかにされている。さらに、作動ガス種等の放電条件を変えることで、それらの効果

が変化することも分かっている。一方で、プラズマがどのように現象を誘起するか詳細な作用機

序は明らかにされていない。こうした作用機序の理解を進めるためには、放電条件を変化させた

際のプラズマ特性の相違とプラズマが誘起する現象の相関関係を明らかにすることが重要である。

本研究では、この作用機序の理解を進めることを目的として、プラズマの生成に関与する重要な

特性である発光伝播現象に注目した。発光伝播現象では、Bullet [1]とも呼ばれるストリーマ伝播や

空間的に連続な発光が知られており、これらは照射距離等の放電条件の変更により変化する[2]。

Figure 1に示すアバランシェフォトダイオード (APD) を用いた計測系により、放電条件として作

動ガス種 (He、Ar)、照射距離、及び電極配置を変更したプラズマの発光伝播現象を計測した。そ

の結果、ストリーマ伝播を観察し、さらに放電条件によって現象が変化することを確認した。ま

た、発光伝播現象が異なるプラズマによる PP板の親水化処理や種子への照射を行い、プラズマが

誘起する現象との関係性について調査した。詳細は会議にて発表する。 
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Figure 1. Experimental setup. 
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